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はじめに
2008年２月, 第45回 ｢農業国際展覧会 (Salon international de
l’agriculture)｣ において, 当時, 大統領であったサルコジ (Nicolas
) は, 農業は経済活動や我々の風景を形作っていると述べたうえ
で, ユネスコ無形文化遺産リストに ｢ガストロノミー (gastronomie)｣ の
登録を目指すと国内外へ正式に発表した
(１)
｡ その後, 2010年11月, ｢フラン
ス人のガストロノミー的食事 (Le repas gastronomique des 	
)｣ は
ユネスコの無形文化遺産リストに登録が叶った｡ 2013年に ｢和食｣ が無
形文化遺産としてリスト登録となったが, 登録を目指すにあたって日本の
農林水産省は, 事前調査やリスト登録後の保護継承措置の調査を行うため,
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る概念に結びついていく様相や, フランス人の ｢食｣ をめぐる文化がユネ
スコ無形文化遺産リストに登録される過程の一部を描く｡ またガストロノ
ミーをめぐる政策を取り上げ, その特徴を示す｡ 第１章では, ユネスコ無
形文化遺産に関する制度について示し, そのフレームに沿ったガストロノ
ミーの概念を確認する｡ 第２章では, フランス国内の動きに限定して, ユ
ネスコ無形文化遺産リストに ｢フランス人のガストロノミー的食事｣ の登








介する｡ その際, 無形文化遺産は, ユネスコ世界遺産で構築されてきた制
度設計を参照したものであることから, 世界遺産制度についても併せて確










































のである｡ すなわち伝統, 社会的慣習, 儀式といった伝統芸能や口承文化
に関してユネスコが設定した新たな基準, 新たなカテゴリーである｡ その
条約第２条１項には, ｢慣習, 描写, 表現, 知識及び技術並びにそれらに
関連する器具, 物品, 加工品及び文化的空間であって, 社会, 集団及び場
合によっては個人が自己の文化遺産の一部として認めるものをいう｡｣ と
ある｡ また同条２項では, (a) 口承による伝統及び表現, (b) 芸能, (c)
社会的慣習, 儀式及び祭礼行事, (d) 自然及び万物に関する知識及び慣










域から選出された専門家と NGOから構成される ｢評価機関｣ からの勧告
を踏まえ, 締約国選出24カ国から構成される ｢政府間委員会｣ でリスト
登録の最終決定がなされる
(６)








対象の違いはもちろんのこと, 遺産に関する ｢価値｣ の扱い方に違いがあ
る｡ 世界遺産リストの性格は, ｢人類にとって顕著な普遍的価値を有する
と認めるものの一覧表｣ とされる｡ 一方, 無形文化遺産リストの記載基準
は, 対象となる事柄について価値の如何を問うてはいない｡ 例えば ｢フラ
ンス人のガストロノミー的食事｣ は, ｢人類の無形文化遺産の代表的な一



















































一方, 無形文化遺産についても, 課題が指摘されている｡ まず世界遺産
同様, 無形文化遺産のリストにも地域に偏りが見られるという点である｡
リスト登録に関してロビー活動が活発に繰り広げられるのは, 無形文化遺
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２. ｢ガストロノミー｣ の定義
｢フランス人のガストロノミー的食事｣ についてユネスコ HPにある説
明文には, ｢出産, 結婚式, 誕生日, 記念日, 成功, 再会といった個人や
グループでの生活で大切な瞬間をお祝いするための習慣・社会的慣習








この ｢美食的｣ とも訳される“ガストロノミー的 (gastronomique)”と
いう単語について申請書では, ｢よく食べ, よく飲むといった大衆文化を




｡ その説明文中に“l’art de la bonne 	
”とあることから, ガスト
ロノミー的食事とは, 単に ｢飲み食いする｣ といった意味の食事ではなく,
食事会に参加する者同士が共に味や食材を楽しみ, また食事を囲む会を楽
しむ行為であり, そういったことが代々, 受け継がれていることが強調さ
れたものである｡ これが, ユネスコ無形文化遺産登録に際して, フランス
側が主張したフランス人社会特有の食に関する文化である｡








そもそも ｢ガストロノミー｣ という単語の意味であるが, 単に美食学や
論
説
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美味学, 美味術と訳すだけでは不充分とされる｡ すなわちガストロノミー





























そして, ユネスコのリスト登録で扱われた ｢ガストロノミー｣ の定義は,
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サルコジが述べたガストロノミーの定義は非常にあいまいなものであった｡







ることが目指されていた｡ 登録申請活動当初, サヴォイ (Guy Savoy) や
ゲラール (Michel ) といったミシュランで３つ星を常時, 獲得す
るような高級フランス料理店たちが推進活動の中心にいたことも影響して,
高級フランス料理の登録を積極的にアピールしている時期があった｡ 例え
ば高級ホテル・レストラングループ ｢ルレ・エ・シャトー (Relais &
	












慢さを表現するものだとして, 批判されていた｡ きっかけは, 先述の国際
農業見本市でのサルコジのアドリブ ｢我々には世界で最も優れたガストロ
ノミーがある｣ との発言であった｡ サルコジの発言のような見解は, この
論
説















ていた後述の MFPCA (Mission 	du patrimoine et des cultures
alimentaires -食の遺産・文化のフランス委員会) とフランスの関係省庁
宛に, ユネスコ大使経由で修正が必要な点が記された回答書が届く｡ そこ








































ゴ ( Julia Csergo) の案であった｡
2008年９月からMFPCAの専門委員会 (conseil d’expert) に入ったセル









勢となり, 歴史学的, 社会学的, 文化人類学的な視点に基づいて, ガスト
ロノミーは扱われることとなった｡ 加えて申請書では, フランス人の食を
めぐる伝統という概念を強調すべく, またフランス人のアイデンティティー
でもある ｢権利｣ という概念を暗に示唆するためにも ｢フランスの (de




































































文化研究所 (Institut d’histoire et des cultures de l’alimentation-
IEHCA) の所長 (directeur) でもあるシェヴリエ (Francis Chevrier) で





(Christian Pierret) の下, 毎年開催されている地理学国際フェスティヴァ
ルの担当者として市職員となる｡ 彼の手がけたフェスティヴァルの成功を
聞きつけたのは, 国民議会議員で当時, ブロア (Blois) 市長であった社




せ (Rendez-vous de l’Histoire)｣ というイベントを企画, 実現させたので
あった
(28)
｡ そして第二回目となる1999年, シェヴリエは ｢世界の食生活
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の事実からもシェヴリエは遅くとも1999年には, 食に関して文化的側面
に注目していたことが分かる｡









かで ｢食｣ に関する政策にも積極的に取り組んできた｡ 例えば彼は1989
年, 文化・通信省 (	de la Culture et de la Communication) 大臣
のときに, フランスの料理遺産 (patrimoine culinaire) 調査に関する研究
プログラムを実施している｡ また同年12月, 文化・通信省, 国民教育省
(	de 
nationale), 農林省 (Ministre de l’Agriculture et
de la ), 観光担当省 (	
au Tourisme) といった省
庁, 有名シェフ, 企業, 食に関する研究者, ジャーナリストといった文化
人等が参画し, そのトップに財務省出向官僚を置いた官民一体型の全国料
理文化評議会 (Conseil National Des Arts Culinaires : CNAC) をラングが
主導して設置し, 食に関する調査研究を推奨しており,『フランスの料理
遺産リスト (L’inventaire du patrimoine culinaire de la France)』シリーズ
の出版も彼がけん引した
(31)
｡ また後述の ｢味覚の教室 (Classes du )｣
を国民教育省大臣として推奨したのもラングであり, 2000年当時, タス





























ある右派の UMP (当時) 議員が就くこととなった｡ そこで社会党市長の
下, 仕事に従事してきたシェヴリエはブロア市を去ることとなる｡ そして
2001年, ブロア市の隣県の町トゥール (Tours) に, 食に関する歴史・文
化研究機関として IEHCAが創設されたことを受け, シェヴリエはその所
長に就任する｡ 当時, 国民教育省大臣であったラングによって創設が推進
された IEHCAは, 国民教育省高等教育局の下, サントル＝ヴァル・ド・







































ブレ大学は, 『フランス料理, 外国の料理』 と題した食・文化フォーラム










































サントル (Centre) 州の州議会議長 (当時) であった社会党議員サパン
(Michel Sapin) は, シェヴリエのアイディアを理解し, 全仏州連合
(Association des de France) へも話を通した｡ そして全仏州連合









UMP議員でブロア市長 (当時) であったペリュショ (Nicolas Perruchot),
トゥールの選挙区出身で当時, UMP議員で文化・通信省大臣であったド
ヌデュー・ドゥ・ヴァーブル (Renaud Donnedieu de Vabres) といった政
治家や, 既にこの活動に参加しており, 大統領のサルコジの長年の友人で
ある高級フランス料理店シェフのサヴォイ (Guy Savoy) といった人物を
通じて, 大統領官房 (cabinet) たちにこのプロジェクトが耳に入るよう,
積極的に働きかけを行った
(39)
























ごとに開かれた｡ 文化省, 国民教育省, 高等研究省, 外務省が当初から出













の創設を探った｡ そして2008年２月, ｢MFPCA｣ が正式に設置されたの
である｡ その設置目的に ｢フランスのガストロノミー登録を目指し, 広く
料理をひろめ, 遺産として大切な要素として特にフランス料理を広める｣
と記されるなど, 登録を推奨する事務局組織としてMFPCAは活動を始































担った｡ またMFPCA理事会メンバーには, 料理界, 農業, ホテル業界,



























生産者, 農業省大臣だけでなく, イタリア, スペイン, スイスの生産者か
らも法案への反対が署名を通じて表明された｡ 結局, この法案は同年, ６
論
説
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月に欧州委員会において否決され, 廃案となる｡ この流れのなか, 2009
年３月には元老院で 『生きる文化遺産, ガストロノミー』 と題したシンポ
























かは明らかではない｡ しかしシェヴリエは2006年, 既に, 登録決定後の
動きについても言及している｡ 彼にとってはリスト登録のみが活動の目的













































(以下の文献を参照｡ 省庁名は通称｡ MFPCA [en ligne] QUI SOMMES-NOUS? (https : //
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ルコジは国際農業見本市に姿を現した｡ 国際農業見本市とは, 農作物, 林















頃, 大統領に就任したサルコジは, 国際農業見本市で大統領として, 農業
関係者に対して存在感をアピールする素材を探していた｡ 前大統領のシラ









































状況もあった｡ その頃, EUの共通農業政策 (Common Agricultural Policy-

































う点である｡ 事実, ガストロノミーに関する政策をめぐっては, 様々な論
点が提起できるものとなっている｡ 当時, 農林水産省が2010年開始の








































































































































































の特徴を３点から紹介する｡ はじめに, 複数の省庁が, ガストロノミーに
携わる政策に携わっている点である｡ ここでは継続的に実施されているも
のを挙げているが, 農業省, 経済・財務省, 厚生省のみならず, 国民教育
省, そして外務省までもがフランスの食文化を保護, 継承する活動を担っ
ている｡ 例えば2011年から始まった ｢ガストロノミー祭 (de la








法と政治 69巻 1号 (2018年 6月) 365(365)
更に農業省と文化・通信省, そしてMFPCAの事業であり, 都市政策
の一環として, 2013年からガストロノミック・シティ (de la
gastronomie) 事業が実施されており, フランス国内の都市のなかから,
ガストロノミック・シティを指定している｡ ディジョン (Dijon) はブド
ウ畑とワインの文化を, トゥール (Tours) は人文社会科学分野といった
学術的な部分を, パリ・ランジス (Paris-Rungis) は都市の中心部にある
市場, 製品, その活動といった部分を, リオン (Lyon) は栄養や健康と
いった部分を, それぞれ評価されての選定であった｡ またトゥール市内の





施されているのだが, 一連の ｢食｣ をめぐる政策のなかでも最も歴史を持
つものがいわゆる ｢味覚教育｣ である｡ これは1970年代からの取り組み
であり, 味覚を次世代に伝え, 守っていくことを教育として行っているも






しかし料理関係者, 醸造家, 農業従事者といった生産者, ホテル観光業,
スーパーなどの小売業といった民間の食品関連事業者, 食品関連組合など
からの後援を得, 国民教育省, 農業省が共催, 一部自治体も後援して実施
されるプログラムとなっている｡ そこには, 政府が介入しながら味覚を保
護・継承するといった傾向がみられる｡
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であるとされている｡ 1970年代に開発されたピュイゼ・メソッドと呼ば









リストのプティトゥルノー ( Jean-Luc Petitrenaud) と砂糖の企業団体の
提唱によって, パリで小学生向けイベント ｢味覚の授業 (de
	
)｣ が実施され, また同時に食に関するイベントがパリで複数, 行わ
れ, 成功を収めた
(81)
｡ そして1994年からは全国で ｢味覚の授業｣ と併せて




｢味覚の授業｣ は, 国民教育省主催としてスタートし, 2003年からは
正式に農業・食料・水産・農村問題省 (
de l’Agriculture, de
















更に ｢味覚の１週間｣ では, 講演会や地元の特産品や料理の販売, 試食の
論
説























2010年代に入って, 地域の特性に沿ったいわゆる ｢食育｣ 活動が, 新た
に教育の場で実施されることが推奨されている｡ ２つのプログラム, すな
わち厚生省 (	en charge de la 
et de 	) が主催す
る栄養状態改善を通じた国民の健康増進を図る５ヵ年プログラム ｢国民栄
養健康計画 (programme natunal nutrition 
- PNNS｣ と, 農業省が中
心となって食に関わる問題に総合的に取り組む食品栄養政策 ｢全国食品計
画 (programme national pour l’alimentation - PNA)｣ とに基づき, 2013年
のいわゆる学校再建基本法 (loi n2013595 du 8 juillet 2013 d’orientation
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続いてガストロノミーに関する政策の特徴の３点目として, ガストロノ
ミーをソフト・パワーとして扱っている点を記す｡ すなわちガストノミー
を ｢国家のブランディング｣ 戦略として位置づけ, 外交の場で意識的にア
ピールしているのである｡ その一つが ｢グードフランス (de France -






2015年の初回開催時, 駐日大使 (当時) は ｢グードフランス｣ の狙い

































｡ 加えて2017年度紹介ページにはエロー ( Jean-Marc
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海外からの影響をどの程度, どのように受けたのかについて触れることが
できなかった｡ 2010年11月に ｢フランス人のガストロノミー的食事｣ が
登録された際, ｢メキシコの伝統料理｣, ｢地中海式ダイエット｣ も共に無































の政策を展開している｡ 農林水産業振興, 教育, 文化振興, 食の安全, 食












(１) vie-publique.fr [en ligne] 	
de M. Nicolas Sarkozy, 	de
la 	sur les 	et 	
	de la politique agricole en France et au
niveau 
Paris le 23 	2008. 2008. Disponible sur : http : //
discours.vie-publique.fr /notices /087000669.html
(２) 農林水産省大臣官房政策課 ｢資料 3－1 日本食文化の世界無形遺産へ
の登録に向けたフランス現地調査報告書｣ 『日本食文化の世界無形遺産登
録に向けた検討会 (第三回)』2011年｡ 農林水産省大臣官房政策課 ｢資料
3－4 日本食文化の世界無形遺産への登録等に向けた基礎調査事業 フラン
ス現地調査 ヒアリング議事概要｣ 『日本食文化の世界無形遺産登録に向
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査結果の報告｣ 『平成26年度日本の食魅力再発見・利用促進事業委託事業
和食の保護・継承環境整備事業』2015年｡
(３) L’express [en ligne] Comment la France a inscrit sa gastronomie au
patrimoine de 	
16 /11 /2010. Disponible sur : http : //www.lexpress.
fr / styles / saveurs / comment-la-france-a-inscrit-sa-gastronomie-au-patrimoine-
de-l-humanite_937192.html
(４) 世界遺産リストに登録されているものの内訳は, 文化遺産が832件,
自然遺産が206件, 複合遺産が35件とされる｡ 日本ユネスコ協会連盟 ｢世
界遺産1073件に！ 第41回世界遺産委員会｣ 2017年07月20日付け｡
[http : // www.unesco.or.jp / isan /news /2017 /10271720591507.html]
(５) 無形文化遺産の保護に関する条約の発効は2006年｡ 文化庁 ｢ユネスコ
無形文化遺産について｣ 2016年 ｡ [http : //www.bunka.go.jp / seisaku /
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L’orientation politique de gastronomie en France :
le patrimoine culturel 	de 	

de l’Unesco et le cas du
“repas gastronomique des ”
Ryoko TAMAI
Le repas gastronomique des a inscrit sur la liste 
du patrimoine culturel 	de 	
en 2010. On peut
s’interroger sur la conception de dimension de la gastronomie	la liste
du patrimoine culturel 	de 	
Nous voudrions aussi
montrer le processus de cette inscription et les aux
pratiques politiques. Ilen troisLapartie traite du
du patrimoine culturel	de	
de l’Unesco et une
de la gastronomie dans le cadre de ceLapartie
est un processus de cette inscription. La 
partie analyse que les politique sur la gastronomie se 	des
ressources diverses : les effets l’industrie touristique, la 
publique, l’emploi, l’enseignement et 	
le 	interna-
tional etc.
